






要約

 4434 名の新生児濾紙血を用いてセルロプラスミン(CP)の測定を行なった。濾紙血中 CP

の平均値は、8.81±3.80mg/dl (血清表示)であった。下位 2.5 パーセンタイルの検体につ

いて同一濾紙血を用いて再測定を行ない、再検でも低値であった 11 名について再採血を

依頼した。現在まで 10 名の再採血検査を行なったが、結果は正常であった。兄二人がウ

イルソン病と診断された症例MS において生後 1ヵ月より経時的に CP 値を測定したところ、

1 ヵ月時 8.4、6 ヵ月時 5.6、13 ヵ月時 2.9mg/dl と月例とともに低下していた。また保存

されていた新生児期の濾紙血を用いてCP 値を測定したか MS の CP 濃度は 4.0mg/dl であり、

対照の 5.20±1.85(n=84)と比べ有意の低下を認めなかった。MS は現在 I 歳 6 ヵ月である

が肝機能は正常、肝での Cu の蓄積も認めていないが血中 CP 値は低値でありウイルソン病

が疑われるため慎重に経過観察中である。CP 濃度は新生児期に正常であってもその後低

下する例もあり注意が必要であると考えられた。


